
学力調査の結果概要及び改善の方向等について 

【小学校国語】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

主として「知識」に関

する問題(Ａ)は、身に付

けておかなければ後の

学年等の学習内容に影

響を及ぼす内容や、実生

活において不可欠であ

り常に活用できるよう

になっていることが望

ましい知識や理解度を

測る内容で構成されて

いる。 
本校の正答率は全国

平均を上回っている区

分及び領域が多い。調査

(A)の「書くこと」におけ

る下に掲げた問題のね

らい～「目的や意図に応

じ、内容の中心を明確に

して、詳しく書く力」の

育成が今後の課題であ

る。 

○相手や目的、意図に応

じて調べたことや考

えたことなどについ

て全体の構成を考え

たり、下書きをよりよ

く推敲したりして書

く能力などを高める

指導を充実させる。 

改善の方向 今回の調査における課題 本校の概要 

【区分及び領域】 

主として「知識」に関する問題(A) 

□話すこと・聞くこと 

・全国平均を上回っている。 

□書くこと 

・全国平均を下回っている。 

□読むこと 

・全国平均を上回っている。 

□言語事項 

・全国平均と比べ、ほぼ同程度であ

るが、やや上回っている。 

主として「活用」に関する問題(B) 

□話すこと・聞くこと 

・全国平均を上回っている。 

□書くこと 

・全国平均を上回っている。 

□読むこと 

・全国平均と比べ、ほぼ同程度であ

るが、やや上回っている。 

□言語事項 

(今年度は出題されていません) 

今回出題された問題から 

 

松
本
さ
ん
は
、
昔
の
人
々
の
く
ら
し
に
興
味
を
も
ち
、
学
校
の
近

く
に
あ
る
歴
史
資
料
館
に
行
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
お
世
話
に
な
っ

た
資
料
館
の
山
村
さ
ん
に
、
お
礼
の
お
手
紙
を
書
い
て
い
ま
す
。
次

の
【
山
村
さ
ん
へ
の
手
紙
】
を
よ
く
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え

ま
し
ょ
う
。 

 

緑
が
美
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
先
日
は
お
い
そ
が
し
い
と
こ

ろ
、
歴
史
資
料
館
を
案
内
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
実
際
に
資
料
館
を
見
学
す
る
こ
と
で
、
昔
の
人
々
の
く
ら
し

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

特
に
心
に
残
っ
て
い
る
の
は
、「
昔
の
く
ら
し
体
験
コ
ー
ナ
ー
」
で

す
。
せ
ん
た
く
板
を
使
っ
て
あ
ら
う
と
、
せ
ん
た
く
き
だ
け
で
は
落

ち
な
い
よ
う
な
よ
ご
れ
が
き
れ
い
に
落
ち
た
の
で
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
ま
た
、
よ
ご
れ
を
落
と
す
に
は
時
間
が
か
か
り
、
う
で
が
い
た

く
な
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
は
自
動
で
せ
ん
た
く
が
で
き
て
、

そ
の
間
に
他
の
仕
事
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
で
も
、
昔
は
せ
ん

た
く
板
を
使
い
、
長
い
時
間
を
か
け
て
せ
ん
た
く
を
し
て
い
た
こ
と

が
、
今
回
の
見
学
を
通
し
て
分
か
り
ま
し
た
。 

昔
の
く
ら
し
の
よ
い
と
こ
ろ
や
大
変
な
と
こ
ろ
を
し
る
こ
と
が
で

き
、
も
っ
と
調
べ
て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
わ
た
し
た
ち
に
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

松
本
さ
ん
は
、【
山
村
さ
ん
へ
の
手
紙
】
の
網
掛
け
部
分
で
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
書
い
て
い
ま
す
か
。
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も

の
を
次
の
１
か
ら
４
ま
で
の
中
か
ら
一
つ
選
ん
で
、
そ
の
番
号
を
書

き
ま
し
ょ
う
。 

１ 

見
学
を
し
て
興
味
を
も
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
本
で
調
べ
た

こ
と
を
書
い
て
い
る
。 

２ 

今
と
昔
の
生
活
の
ち
が
い
に
つ
い
て
、
体
験
し
て
気
づ
い
た

こ
と
を
書
い
て
い
る
。 

３ 

山
村
さ
ん
の
話
の
中
で
、
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
を
書
い
て

い
る
。 

４ 

見
学
し
て
新
た
に
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
を
書
い
て
い
る
。 

《
正
答
》
２ 

《
解
説
》
お
世
話
に
な
っ
た
山
村
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る

た
め
、
体
験
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
や
気
づ
い
た
こ
と
を

具
体
的
に
書
い
て
い
る
。 



今回出題された問題から  

【小学校算数】 
 

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「図形」領域の学習で
は、単なる定義や公式
の理解ではなく、操作
を伴いながら図形の特
徴について実感的に学
ばせていく必要があ
る。 

 

●正多角形は、角の数に

応じた複数の二等辺三

角形で構成されている

ことについて理解を深

めること。 

 

 

 

●示された割合を解釈し

て基準量と比較量の関

係を表している図を判

断できるようにするこ

と。 

「活用(B)」 

○身近なものに置き換

えた基準量と割合を

基に、比較量を判断

し、その判断の理由を

記述する指導の充実。 

【区分及び領域】 

主として「知識」に関する問題(A) 

□「数と計算」 

・全国平均を上回っている。 

□「量と測定」 

・全国平均を上回っている。 

□「図形」 

・全国平均と比べ、ほぼ同程度であ

るが、やや下回っている。 

□「数量関係」 

・全国平均を上回っている。 

主として「活用」に関する問題(B) 

□「数と計算」 

・全国平均を上回っている。 

□「量と測定」 

・全国平均を上回っている。 

□「図形」 

・全国平均と比べ、ほぼ同程度であ

るが、やや下回っている。 

□「数量関係」 

・全国平均を上回っている。 

今回の調査における課題 改善の方向 本校の概要 

「知識(A)」 

○図形について、観察や

構成などの活動を通

して、平面図形につい

ての理解を深める指

導の充実。 

「知識(A)」 
 正五角形の中心 
から各頂点に向か 
って引いた直線で 
作られた各○アの大 
きさを求めましょう。 
《正答》 
正五角形は、五つの合同な二等辺三角

形で構成されていることをふまえる。 
円の中心の周りの角は 360 度である

ことから、それを５等分して 360÷5＝
72 度となる。 

○ア  

「活用(B)」 
 地球から最も離れた時の満月の見かけの大きさをもと

にすると、最も近づいた時の満月の大きさは約 14％大きい

です。満月の直径を硬貨の直径に置き換えて考えます。最

も遠い時の大きさを 1 円玉の直径とした時、最も近づいた

時の大きさは100円玉と500円玉の直径のどちらに近いで

すか。 
1 円玉の直径＝20mm ・100 円玉の直径＝22.6mm 

・500 円玉の直径＝26.5mm 
《正答例(※100 円玉の直径に近い)》 
◎最大の満月の直径は、20mm×1.14＝22.8mm 

 ・100 円玉との差は、22.8mm－22.6mm＝0.2mm 

 ・500 円玉との差は、26.5mm－22.8mm＝3.7mm 

 100 円玉の直径との差が小さいので、100 円玉に近い。 

◎1円玉の直径をもとにした時 

 ・100 円玉の直径の割合は、22.6÷20＝1.13 

 ・500 円玉の直径の割合は、26.5÷20＝1.325 

 割合の1.13と1.325で、1.14に近いのは100円玉の1.13

なので、100 円玉に近い。 



 
 

～ 学習意欲や学習方法、学習環境、生活の諸側面について尋ねたもの ～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【学習面】 

 ①全国よりも高いポイント 

・家で学校の授業の予習や復習をしている子の割合が多い。 

・国語の学習がよく分かると答えている子の割合が多い。 

・友達と話し合うとき、友達の考えを受け止めて、自分の考えを持つことができていると感じて

いる子の割合が多い。 

・先生が、自分のよいところを認めてくれていると感じている子の割合が多い。 

  ・算数の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていると答えている子の割合

が多い。 

  ・家で学校の宿題をしていると答えた子どもは、100％である。 

 

 ②全国よりも低いポイント 

  ・学級やグループの中で自分たちで課題を立てて，その解決に向けて情報を集め，話し合いなが

ら整理して、発表するなどの学習活動に取り組んでいたと思いますかという問いに対する肯定

的な感じ方をしている子の割合が少ない。 

・また、授業の最後に学習内容を振り返る活動をよく行っていたと思いますかという問いに対す

る肯定的な感じ方をしている子の割合が少ない。 

  ・算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを解いてみたいと思いますかという問いに肯定

的な感じ方をしている子の割合が少ない。 

  ・４００字詰め原稿用紙２～３枚の感想文や説明文を書くことに対して抵抗感を感じている子の

割合が多い。 

   

【生活面】 

 ①全国よりも高いポイント 

  ・地域社会などでボランティア活動に参加したことがあると答えている子の割合が多い。 

・「朝食を毎日食べてきている」児童や「毎日同じくらいの時刻に寝ている」児童の割合が多い。 

・テレビを見る時間やゲームをする時間などのルールを家の人と決めている子の割合が多い。 

・学校のきまりを守っていると答えている子の割合が多い。 

  ・人の役に立つ人間になりたいと願っている子の割合が多い。 

 

 ②全国よりも低いポイント 

   ・今住んでいる地域の行事に参加していると感じている子の割合が少ない。 

・地域の大人（学校や塾・習い事の先生を除く）に勉強やスポーツを教えてもらったり、一緒に

遊んだりすることがあると答えている子の割合が少ない。 

・地域の行事に参加する児童が非常に少ない。 

・同様に、地域や社会で起こっている問題や出来事に関心があると答えている子の割合も少ない。 

質問紙の結果からは、学校での学習を基に、家庭で予習や復習にしっかりと取り組んでいる子が多
いということが分かりました。今回の学力テスト教科であった国語と算数については、学習内容がよ
く分かり、解決のための道筋を自分自身でしっかりと考えているという結果が示されています。これ
からも「さっぽろっ子『学び』のススメ」で示されている「まほうのかいわ」の考え方を大切に、家
庭と協力しながらお子さんの指導にあたっていきたいと思います。 

また、家庭での生活リズムや約束事がしっかりと整えられているのが本校の特徴です。お子さんが
学校内外でしっかりと力を発揮できているのも安定した生活基盤に支えられているからだと思いま
す。 

一方で、「自分で課題を立て、友達と情報を交換しながら、解決に向かっていく」という学習方法
に抵抗感を感じている子も少なくありません。今後も、学習に対する目標をもたせるとともに、解決
に向かってやる気を引き出す関わりをしていきたいと思います。 

質 問 紙 調 査 


